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より安 全に快適に

み
ん
な
の
た
め
の

道
だ
か
ら

道路は、私たちの生活に欠かせないものです。毎日利用する
通勤・通学路を初めジョギングロードや散歩道など、「道」か
あって初めて私たちの生活も成り立っています。ですから、快
適な日常生活を送るには「道」も快適でなければなりません。
区では、快適な道を目指して、これからも安全性・経済性は

もとより、高齢者や車イスの方々も安心して利用できる「道」
づくりに取り組んでいきます。今年度も道路の改良や維持補修
など、60件、33億円余の工事を予定しています。ご理解とご協
力をお願いします。

3月に完成した竹の塚東口商店街の道路改良工事では、歩道がカラ
ー化され、おしゃれな街路灯も設置されました

雨
水
を
地
中
に
返
す

透
水
性
歩
道

む
か
し
は
、
雨
の
ほ
と
ん
ど
が
地
中

に
し
み
込
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

都
市
化
を
黄
象
や
ビ
ル
が
I立
ち
並
び
、

道
路
や
駐
車
場
な
ど
も
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

で
覆
わ
れ
地
中
に
し
み
込
む
雨
の
量
が

減
n
禹
し
た
。

そ
の
た
め
、
雨
が
降
る
と
大
量
の
水

が
一
挙
に
下
水
道
や
川
に
流
れ
込
み
河

川
が
増
水
し
、
水
害
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
地
下
水
が
減

少
し
、
地
盤
沈
下
、
樹
木
の
育
成
に
影

響
が
出
る
な
ど
問
題
が
生
じ
て
い
ホ
罵

雨
水
は
、
貴
重
な
資
源
で
す
。
雨
水

を
地
下
に
戻
畜

」と
は
、
地
球
環
境
を

守
る
だ
け
で
な
く
、
水
害
に
よ
る
被
害

を
防
止
す
る
う
凡
で
も
大
切
な
こ
と
で

す
。
毎
日
、
何
気
な
く
歩
い
て
い
る
道

で
す
が
、
雨
水
が
地
下
に
し
み
込
ん
で

い
る
の
に
気
が
つ
い
て
い
ま
し
た
か
。

区
で
は
、
地
球
に
や
さ
し
い
道
づ
く
り

を
こ
れ
か
ら
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

従来のアスファルト舗装 どんどんしみ込む透水性歩道

景
観
と
震
災
対
策

電
線
類
の
地
中
化

電
柱
や
電
線
は
震
災
時
に
倒
れ
て
危

険
な
ば
か
り
で
な
く
、
街
の
美
観
を
損

ね
る
要
因
と
も
な
っ
て
い
耒
罵

電
線
類
の
地
中
化
は
、
都
市
景
観
の

向
上
や
震
災
時
の
電
力
・
通
信
の
安
定

供
給
に
有
効
な
事
業
で
罵

最
近
で
は

地
中
化
の
構
造
今
方
コ
ン
パ
ク
ト
な

も
の
に
し
た
C
C
B
O
X

と
い
う
新
し

い
技
術
が
制
度
化
さ
れ
、
区
で
も
検
討

し
て
い
耒
罵

快
適
で
安
全
な
袤
号

く
り
の
た
め
、
電
線
類
の
地
中
化
を
進

め
て
行
き
ま
す
。

電線・電柱のない竹の塚の駅前通り( 東 口)

や
さ
し
さ
と
う
る
お
い
を

歩
道
の
段
差

解
消
・
植
栽

区
内
に
は

、
歩
道
が
あ
っ
て
支
m

く

、

慇
蕋

答

つ
い
な

ご
、
歩
き
に
く
い
歩

道
も
あ
ひ
ま
す
。
歩
道
の
段
差
は

、
車

イ
ス
の
方
の
通
行
の
さ
麦

ぽ

に
な
っ

た
り

、
歩
行
者
の
つ
ま
づ
き
に
よ
る
事

故
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

。
区

で
は
、
歩
道
の
段
差
を
解
消
す
る
と
共

に

、
広
い
歩
道
が
確
保
で
4
る

と
こ
ろ

で
は
、
街
の
景
観
に
あ
っ
た
樹
木
を
咀

え
忝
な
ど
、
う
る
お
い
の
あ
る
人
に
や

さ
し
い
道
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す

。

せ
っ
か
く
の
歩
道
に
車
を
乗
り
あ
げ

て
駐
車
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
目
立
ち

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
違
反
で
す

植
栽
は
街
に
う
る
お
い
を
与
え
ま
す

商
店
街
の
活
性
化

カ
ラ
ー
舗
装

商
店
街
の
活
性
化
や
景
観
の
愬
右

図
る
う
凡
で
、
姙
遒
の
カ
ラ
ー
舗
装
は
、

と
て
も
効
果
的
で
す
。
し
か
し
、
カ
ラ

ー
舗
装
は
通
常
の
舗
装
に
比
べ
て
単
価

な
『
く
、
車
イ
ス
や
高
齢
者
の
方
に
と

っ
て
、
歩
き
に
く
い
面
が
あ
り
ま
す
。

歩
道
の
カ
ラ
ー
舗
装
に
あ
た
っ
て
は
、

材
質
の
特
性
や
街
の
調
和
を
考
え
た
う

え
で
、計
画
的
に
行
っ
て
い
章
ま
す
。

千住緑町商店街「ゆうやけ 通り」

知
っ
て
い
ま
す
か
　
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

道
路
を
常
に
良
好
な
状
態
に
保
つ
た

め
、
路
面
や
路
肩
の
状
態
、
交
通
安
全

施
設
、
道
路
の
工
事
や
占
用
の
状
況
な

ど
を
遣
路
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
等
で
、
常

時
点
検
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
夜
間
交

通
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
月
1
回
、

街
路
灯
の
点
検
も
行
つ
て
い
ま
す
。

道
路
の
改
良
、
維
持
補
修
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

エ

事

課

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

東
部
工
事
事
務
所

　
(
3
6
0
2
)
8
8
3
1

西
部
工
事
事
務
所

　
(
3
8
5
5
)
1
1
6
1

2
面
へ
続
く

平成10年4 月1 日

足立区まちをきれいにする条例施行
たばこ・空き 缶・ガム・紙く す

などのポイ捨て、犬のふんの放 置
は区内全域で禁止となりまし た。
みんなできれいな住 みよい まち

をつくりましょう。
問先= 地域振興課美化 推進
3880- 5111 ㈹

今
月
か
ら
「
あ
だ
ち
広
報
」
の

発
行
日
・
発
行
回
数
が
変
わ
り
ま
し
た

「
あ
だ
ち
広
報

新

聞
版

」」
は

、

今

月
か
ら
1
0
日
号
と
2
5
日
号
の
月
2

回
蔀
竹
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
隔

一
月
発
行
の
あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ

ス
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
変
わ
ら

妛
螢
読
を
お
願
い
し
汲
す
。

問
先
=
広
報
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
狂
犬
病
予
防
注
射
/
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

賛
成
講
習
/
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
健
康
術

4
・
5
面
▽
見
る
楽
し
む
学
ぶ
「
施
設
ガ
イ
ド
」
/
区
展
作
品
募
集

6
・
7
面
▽
水
洗
化
工
事
融
資
あ
っ
せ
ん
金
利
改
定
/
保
育
サ
ー
ビ
ス
講

習
会
/
掲
示
板
/
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

8
面
▽
▽
▽
い
こ
い
の
鳩
所
を
た
ず
ね
て
/
花
だ
よ
り
/
イ
ベ
ン
ト
・

講
座
案
内

◎ 区の 木…さく ら　区の花 …チュ ーリ ップ
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1面から続く

困
っ
た

と
き
の

道

案
内

Q
1

道
路
が
陥
没
し
て
い
て
危
険
で

す
。
ど
こ
へ
連
絡
す
れ
ば
よ
い
の
で
し

ょ
う
か
。

A
1

道
路
に
穴
が
あ
い
て
い
た
り
、

凹
凸
が
あ
忝
と
事
故
や
ケ
ガ
の
も
と
に

な
口
季
す
。
そ
の
場
合
、
次
の
と
こ
ろ

に
連
絡
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

区
道
(
街
路
灯
が
茶
色
又
は
オ
レ
ン

ジ
色
の
道
路
)
の
場
合

▽
荒
川
以
北
で
国
道
4
号
線

百
光
戻

道
)
以
東
の
地
区
お
よ
び
千
住
地
区
…

東
部
工
事
事
務
所

昔
(
3
6
0
2
)
8
8
3
1

マ
荒
川
以
北
で
国
道
t
跫
一
二
日
{
街

道
}
以
西
の
地
区
お
よ
び
小
台
・
宮
城

・
新
田
地
区
・・・西
部
工
事
嘉
羝一所

(
3
8
5
5
)
1
1
6
1

都
道
(
街
路
灯
が
水
色
の
道
路
、
環

七
・
補
助
1
0
0号線
・
尾
久
橋
通
り
な

ど
)
の
場
合

都
・
笙
(
建
設
事
務
所

(
3
8
8
2
)
1
1
5
1

国
道
4
号
線
(
日
光
街
道
)
の
場
合

建
設
省
東
京
国
道
工
事
事
務
所
亀
有
出

張
所

昔
(
3
6
0
0
)
5
5
4
1

Q
2

道
路
工
事
に
つ
い
て
の
苦
情
は
、

ど
こ
に
連
絡
す
れ
ば
い
い
の
で
す
か
。

A
2

道
路
で
行
っ
て
い
る
工
事
は
、

区
の
ほ
か
に
も
、
恵
只
都
水
道
局
や
東

弯
刀
ス
、
恵
示
電
力
、N
T
T
な
ど
、

様
々
な
事
業
者
が
行
な
っ
て
い
ネ
す
。

工
事
に
つ
い
て
苦
情
が
あ
る
場
合
は
、

工
事
現
場
に
あ
る
看
板
で
、工
事
の
発

注
者
嚢
唯
認
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
う

え
で
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ
た
と
こ
ろ
へ

連
絡
を
お
願
い
卜
基
子

。

Q
3

い
つ
も
年
度
末
(
3

月
)
に
道

路
工
事
が
多
く
、
交
通
渋
滞
が
ひ
ど
く

て
困
り
ま
す
。

A
3

道
路
に
関
連
し
た
工
事
は
、
区

の
ほ
か
に
も
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
、N
T
T

等
に
よ
る
工
事
が
あ
叮
承
司

そ
の
た
め
区
で
は
、
同
じ
道
路
で
の
重

複
工
墓
を
毋
け
、
年
度
末
に
工
事
が
集

中
レ
な
い
ぷ
つ
に
す
る
た
め
、
道
路
工

事
調
警
繭
を
開
き
、
一
年
を
通
じ
て

計
回
的
に
工
事
を
行
う
ぷ
つ
、
工
事
の

調
整
鷽
竹
つ
て
い
零
歹
。
今
嗔
と
も
、

年
度
末
に
工
事
が
集
中
し
な
い
ぶ
つ
に

努
力
し
て
い
き
ホ
す
。な
お
、
国
道
は

国
道
の
、
都
道
は
都
道
の
道
路
工
事
調

整
会
議
が
も
た
れ
て
い
ま
す
。

Q
4

お
店
を
開
く
の
で
、
看
板
や
日

よ
け
を
道
路
上
に
設
置
し
よ
う
と
思
い

ま
す
。
許
可
が
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

A
4

道
路
上
へ
の
看
板
・
日
よ
け
の

設
置
に
は
許
可
が
必
要
で
す
。
道
路
の

上
空
に
看
板
や
日
よ
け
忝
設
置
す
る
な

ど
、
道
路
を
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と

を
道
路
の
占
用
と
い
い
穿
す
。
道
路
を

占
用
す
忝
忌
卮

、
あ
ら
か
じ
め
道
路

管
理
者
の
許
可
を
受
け
る
と
と
も
に
、

政
令
芻
よ
び
条
例
で
定
め
叭
れ
た
占
用

料
を
支
払
つ

』と
が
必
要
と
な
り
ま
竃

ま
た
、
道
路
占
用
許
可
を
受
け
る
た
め

に
は
、
占
用
物
件
ご
と
に
基
準
が
定
め

弧
れ
て
い
ネ
歹
。な
お
、占
用
許
可
期
間

満
了
後
、
引
き
続
き
占
用
さ
れ
る
握
に

は
、更
新
手
艢
を
お
取
り
く
だ
さ
い
。占

用
料
・
申
請
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
建

設
事
務
所
備
え
付
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
各

建
設
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
先
=
道
路
管
理
課
占
用
係

声
の
便
利
帳

「
ハ
ロ
ー
あ
だ
ち
」
は

3
月
末
日
で

終
了
し
ま
し
た

4
月
か
ら
は

、
「
わ
た
し
の
便
利

帳
(
リ
ブ

ー
イ
ン
)
」「
あ
だ
ち
広
報
」

「
公
社
ニ
ュ
ー
ス
と
き
め
き
」
等
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
先
卜
広
聴

相
談
係

保
健
福
祉
ガ
イ

ド

ぜ
ん
息
児
水
泳
教
室

期
間
=
6
月
3
日
～
7
月
8
日
の
毎
週

水
曜
日
、
午
後
1
時
～
5
時
3
0
分
、
計

6
回
場
所
H
ス
イ
ム
ス
ボ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
・
う
ざ
う
ざ
館
対
象
=
区
内
在

住
で
ぜ
ん
息
に
か
か
っ
て
い
る
小
学
生

定
員
卜
4
0
人
費
用
H
無
料
申
込
=

電
話
申
込
期
間
卜
4
月
1
3
日
～
1
7
日

斑
前
記
の
ほ
か
、4
～
6
歳
の
ザ
ん
息

児
と
保
護
者
を
対
象
に
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
水
泳
教
室
の
同
時
開
催
を
予
足
し

て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
公
害
補
償

係成
人
呼
吸
器
病
相
談

呼
吸
器
訶
祕
ん
息
)
で
お
悩
み
の

方
、専
門
医
の
お
話
し
壷
聞
い
て
相
談

し
て
み
ま
せ
ん
か
。日
時
卜
5
月
収
一

日
部
、午
後
L
時
3
0
分
～
3
時
叩
分

場
所
卜
区
役
所
南
館
1
2階

対
象
卜
1
5

歳
以
上
の
区
民
で
ぜ
ん
息
患
者
お
よ
び

家
族

内
容
日
講
義
と
相
談

講
師
卜

灰
田
美
知
子
氏
(
半
蔵
門
病
院
ア
レ
ル

ギ
ー
内
科
医
師
)

定
員
H
2
0人

費

用
H
無
料

申
込
卜
電
話

申
・
問
先

卜
公
害
補
償
係

遊
び
の
会
・

仲
間
募
集
!

お
母
さ
ん
た
ち
か
中
心
に
な
っ
て
活

動
し
て
い
ホ
す
。
親
子
で
で
き
る
楽
し

い
遊
び
の
会
に
、
あ
な
た
叺
ぜ
ひ
入
り

ま
せ
ん
か
。
日
時
卜
毎
月
1
回
。
午

前
1
0
時
3
0
分
～
以
陥
分
対
象
卜
東

和
保
健
相
談
所
管
内
在
住
の
親
子
募

集
グ
ル
ー
プ
ト
マ
じ
ゃ
ん
口
ん
ぽ
ん
・
・
・

満
L
歳
6
ヵ
月
～
2
歳
6
力
月
(
定
員

3
0
組
)
マ
廛
燮
T
満
―
歳
6
ヵ
月
～

就
園
前
(

定
員
若
干
名
)

申
込
卜

電
話
(

先
着
順
)

塲
・
申
・
問
先
卜

東
和
保
健
相
談
所

容
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

調
理
師
試
験

願
書
配
布
中

配
布
場
所
卜
各
保
健
所
・
保
健
相
談
所

※
願
書
の
受
付
は
、
一
般
5
月
7
・
8

日
、
団
体
4
月
3
0日
・
5
月
1
日
に
都

庁
で
、
郵
送
の
場
合
は
5
月
1
日
1
1
5

日
、
試
験
は
6
月
2
8日
で
歹

問
先
日

足
立
保
健
所

登
(
3
8
5
5
)
4
3
9
9
(

直
通
)

千
住
保
健
所

登
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

が
ん
検
診
と

成
人
健
康
診
査
(
無
料
)

過
去
1
年
以
内
に
、
同
種
の
検
診
を

受
豺
屶
は
除
き
ネ
罵

申
し
込
み
は
。(

ガ
キ
に
郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
ラ

リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、
希
望
検
診
名
を
明
記
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
申
し
込
み
先
へ
。
後
日
、

受
診
罘
と
案
内
を
お
送
り
し
ホ
す
。

消
化
器
が
ん
検
診

日
程
等
=
表
1
対
象
卜
3
5
歳
以
上
の

区
民
※
胃
を
切
除
し
た
方
、胃
の
病

気
で
治
療
中
の
方
、妊
娠
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
方
は
受
診
蓄
笙
せ
ん
内

容
凵
X
線
撮
影
に
よ
る
胃
が
ん
検
診
と

検
便
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診
期
限
目

4
月
1
5
日
(
消
印
有
効
)
※
受
診
票

送
付
は
4
月
末
日
申
・
問
先
卜
足
立

保
健
所
診
療
放
射
線
〒
1
2
1
・
0
8
2

2
西
竹
の
塚
2
-
1
2
-
8

登
(
3
8
5
5
)
4
1
5
6
(

直
通
)

女
性
が
ん
検
診
と
成
人
健
康
診
査

女
性
が
ん
検
診

対
象
磊
窟
以
上

の
女
性
区
民

内
容
日
乳
が
ん
検
謗
と

子
宮
が
か
検
診

▽
成
人
健
康
診
査

対
象
H
4
0歳
以
上
6
4

歳

昭
和
8
年
4
月
1
日
以
降
生
ま

れ
)
ま
で
の
区
民

内
容
卜
血
液
・
尿

検
査
等
で
、
糖
尿
病
・
高
脂
血
症
な
ど

に
つ
い
て
調
べ
ま
夛

日
時
等
卜
女
性
が
ん
検
診
、成
人
健
康

診
査
と
も
に
受
診
票
奮
文
け
取
っ
て
か

ら
1
ヵ
月
以
内
に
区
内
実
施
医
療
機
関

で
受
診
申
・
問
先
心
屁
予
防
係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0
中
央
本
町
―
-
1
7

表1　 消化器がん検診高
脂
血
症
予
防
教
室

成
人
健
康
診
査
(
区
内
医
療
機
関
実

施
)
を
受
け
た
方
を
対
象
に
、
健
康
教

寥
否
行
つ
て
い
ホ
す
。
健
診
結
里
麥
あ

な
た
の
健
康
づ
く
り
に
お
役
立
て
ぐ
だ

さ
い
。
な
お
、
定
員
に
満
た
な
い
樊
=

は
、
一
般
の
方
で
も
申
し
込
み
が
で
き

ホ
歹
。

日
時
等
卜
表
2

定
員
卜
各
4
0

人
(
先
着
順
)

申
込
卜
電
話

※

当
日
は
成
人
健
診
結
愚
答
お
持
ち
く

だ
さ
い

場
・
申
・
問
先
卜
足
立
保
健

所

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

表2　 高脂血症予防教室

※ 時間はいずれも午後1時30分～4時です

飼
い
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

犬
―
頭
に
つ
き
生
涯
―
回
ぶ
ず
登
録

を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
年
―
回
狂

犬
病
の
予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

時
間
・
場
所
を
ま
く
お
確
か
め
の
う
凡
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
等
卜
表
3

雨
天
決
行
)

費
用

〒
頭
)
H
▽

登
録
犬
…
3
千
回
円

マ
未
登
録
犬
・
=
6

千
5
0
0円

問
先
卜
千
住
保
健
所

昔
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

表3　 飼い犬の登録と狂犬病予防注射日程

※ 通知ハガキのF21日、千住寿町H時開放地」は、上記のとおり変更になりましたので、ご注意<

ださいO甌` 犬の登錣ま、上記日程のまか、保健所・保健拒餤所、区民事務所でも行っています

該
当
す
る
方
は
申
請
を

児
童
手
当
・特

例
給
付

児
童
手
当

対
象
日
区
内
に
住
所
が
あ
り
う
歳
未
満

の
児
童
苳
養
育
し
て
い
る
方

※
所
得

制
限
が
あ
n
ま

す
。
な
お
、
公
務
員
の

方
は
動
務
先
に
請
求
し
て

ぐ
だ
さ
い

。

昨
年
、
所
得
制
限
で
受
給
で
忝
な
か
っ

た
方
も
再
度
確
認
し
て
ぐ
だ
さ
い

特
例
給
付

対
象
卜
当

罘

当

の
受
給
資
格
が
あ
り

厚
生
年
金
や
私
立
学
校
共
演
な
ど
に
加

入
し
て
い
る
方

※
別
に
所
得
制
限
が

あ
2

ヂ

ー
い
ず
れ
も
卜

手
当
月
額
と

人
目
・・・
5
千
円

、
二
人

目
=
・
5
千
円
、
三
人
目
以
降
・・・
1
万
円

盗

里

の
翌
月
分
か
ら
支
給
の
対
象
と

な
り
季
す
。
ま
た
、
現
在
受
給
中
の
方

が
、
僉
耻
退
職
す
る
等
で
、
申
請
時

と
保
険
証
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
そ
の

つ
ど
手
続
き
が
必
翆
臺

申
込
目
保

護
者
名
義
の
都
内
金
融
機
関
の
預
金
通

帳
(
郵
便
局
岑
啄
く
)
・
年
金
手
帳
・

健
康
保
険
証
・
印
鑑
を
窓
口
に
持
参

申
・
問
先
日
児
童
手
当
係

(親
)医
療
証

(乳
)医
療
証
を

お
持
ち
の
方
へ

図
医
療
証
、
靠
医
療
苳
蕗

つ
て
い

る
方
で
、
健
康
保
険
証
の
種
類
が
釁
わ

っ
た
圭
卮

、
変
更
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
=
新

し
い
保
険
証
/
印
鑑
/
鼎
吏
ほ
S

医

療
証

※
郵
送
で
も
鷽
け
付
け
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い

申
・

問
先
卜
児
童
医
療
係

特
別
区
制
度
改
革

区
が
行
う
仕
事

そ
の
④

「
母
子
家
庭
の
方
々
の
経
済
的
自
立
と

安
定
し
た
生
活
を
支
え
ま
す
」

母
子
お
よ
び
寡
婦
の
福
祉
に
関
す
る
事
務

母
子
家
庭
の
方
々
の
経
済
的
自
立
と
、

安
定
し
た
盂
翆
支
え
る
た
め
に
、1
3

種
類
の
母
子
福
祉
資
金
の
貸
付
制
度
が

あ
り
ま
す
。
今
ま
で
こ
の
貸
付
龠
は
、

恵
示
都
の
予
算
配
当
奮
文
け
て
珊
可
を

参
にな
っ
て
い
窖
レ
た
。
そ
の
た
め
、

申
請
か
ら
支
払
い
ま
で
の
期
間
が
長
く

な
ひ
、
区
民
の
方
か
ら
多
く
の
苦
情
が

暫
て
ら
れ
て
い
声
じ
た
。

今
回
の
事
務
移
管
に
よ
り
区
が
王
体

と
な
っ
て
事
務
処
理
が
で
き
る
た
め
、

今
後
は
貸
付
金
の
支
払
い
だ
癌
垣
に
な

り
、
か
つ
、
身
近
に
な
ひ
豕
歹
。
な
お
、

母
子
福
祉
資
金
の
壽
も
の
を
あ
げ
る

と
、
事
業
を
開
始
す
る
の
に
必
要
な
事

業
の
開
始
資
金
、
就
職
に
必
要
な
知
識

技
能
修
得
資
金
、
住
宅
の
滌
設
・
購
入

お
よ
び
住
宅
の
増
改
築
・
補
修
等
に
必

要
な
資
金
、
転
居
に
必
要
な
資
金
、
お

子
{
兄
の
結
婚
式
に
必
鵞

饗
金
、
高

校
・
短
大
・
大
学
等
に
修
罍
さ
せ
る
た

め
に
必
要
な
資
金
、
小
学
校
・
中
学
校

・
高
校
・
短
天
・
大
学
等
に
入
学
す
る

た
め
に
必
専
な
資
金
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

資
金
が
あ
2

チ

。

問
先
日
福
祉
医
療
課
貸
付
係

※
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が

な
い
も
の
は
、
区
役
所
代
表

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1へ
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臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

提
出
さ
れ
た
申
請
書
を
瞿
査
の
う
兄
。

支
給
該
当
と
な
っ
た
方
に
は
4
月
末
に

口
座
編
込
等
で
支
給
し
李
す
。
通
知
は

出
し
ま
せ
ん
の
で
、
指
定
し
た
口
座
の

通
帳
を
記
憔
し
て
、
ご
確
認
願
い
ま
す
。

支
給
額
卜
▽
福
祉
給
付
金
上

人
に
つ

き
1
万
円

▽
介
護
福
祉
金
无

人
に

つ
竇
J
万
円

▽
特
別
給
付
金
上

人

に
つ
き
1
万
円

問
先
日
▽
年
金
関
係

で
支
給
麌
肖
る
方
…
国
民
年
金
課
給

付
係

マ
児
童
扶
養
手
当
関
係
で
支
給

査
卮
乂
芳
E
児
高
罪
譟
譛
畢
雪

係

▽
障
害
や
福
祉
手
当
関
係
で
支
給

奮
巧
乂
芳
…
在
宅
福
祉
課
在
宅
福
祉

係

マ
原
爆
被
爆
者
関
係
で
支
給
を
受

け
る
方
=・
保
健
管
理
課
管
理
係

▽
そ

の
他
の
関
係
で
支
謦
原
吁
る
方
=・
福

祉
管
理
課
/
在
宅
福
祉
課

ご
利
用
く
だ
さ
い

保

育

施

設

保
育
園
の
ほ
か
に
も
区
の
制
度
に
基

づ
い
て
乳
幼
児
の
保
育
を
し
て
い
る
施

設
が
あ
旦
手
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

保
育
マ
マ
(
家
庭
福
祉
員
)

区
に
登
録
さ
れ
て
い
る
保
育
マ
マ
の

自
宅
で
3
歳
未
満
の
お
子
麝
心を
保
育

し
ネ
罵

剛
保
育
室

小
規
模
の
保
育
所
で
、
ふ
歳
未
満
の

お
子
さ
ん
を
保
育
し
家
す
。

児
童
緊
急
一
時
保
護

保
護
者
が
出
産
、
病
気
な
ど
で
、
養

育
に
お
困
ま
り
の
家
庭
の
乳
幼
児
を
一

時
的
に
保
育
し
ポ
歹
(
た
だ
し
、
保
護

者
が
就
單
す
る
た
め
の
ご
利
用
は
で
き

ま
せ
ん
)
。

問
先
U
保
育
振
興
堡
弄
ほ
福
祉
事
務

所
(
表
4
)

お
持
ち
で
す
か

身
体
障
害
者
手
帳
・
愛
の
手
帳

身
体
障
害
者
手
帳

体
の
不
自
臾
劣
が
、
各
種
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
必
夢
な
手

帳
で
す
。
障
害

観
覚
、
聴
覚
、
平
衡

機
能
、音
声
、四
謳
、そ
し
ゃ
く
機
能
、

肢
体
不
自
由
、心
臓
、じ
ん
臓
、呼
吸

器
、ぼ
う
こ
う
、直
腸
、小
腸
、免
疫

機
能
)
の
程
度
に
よ
り
、I
～
-
6
級
の

等
級
が
あ
ひ
ま
す
。
手
帳
の
交
付
に
必

譬
な
診
断
書
(
各
福
祉
事
務
所
に
あ
り

ネ
す

の
費
用
の
冫
り
、
一
部
(
内
部

障
害
は
1
千
円
、
そ
の
他
の
墜
ほ
2

千
円
が
限
居

を
区
が
補
助
し
廖
歹
。

な
あ
、
苹
嘸
取
得
後
は
、
補
装
具
、
日

常
牛
居
用
具
な
ど
の
給
付
の
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

申
・
問
先
卜
各

福
祉
事
務
所
(
表
4
)

愛
の
手
帳

知
的
発
達
障
害
者
(
児
)
の
方
が
各

種
の
援
護
奮
又
け
る
た
め
に
必
要
な
手

帳
で
す
。障
害
の
程
度
で
I
～
t
度
の

等
級
が
あ
り
汞
T

。

申
・
問
先
ト
マ
1
8

歳
以
上
の
方
・
:
都
・
心
身
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー

(
3
2
0
3
)
6
1
4
1

▽
1
8
歳
未
満
の
方
・・・
都
・
足
立
児
童
相

談
所

公
(
3
8
5
4
)
1
1
8
1

※
す
で
に
手
帳
菅
お
持
ち
の
万
で
、
次

の
方
は
必
ず
福
祉
事
務
所
へ
届
け
出
を

し
て
ぐ
だ
さ
い

。
住
所
が
奪
わ
っ
た
と

き
/

氏
名
が
豕
わ
っ
た
と
き
/

死
亡
し

た
と
き
/

手
帳
を
紛
失
・
砥
狎

処

と

き

問
先
卜
福
祉
事
務
所

簑
4
)

表4　 福祉事務所一覧

定例払月です
・高齢者福祉手当
・人工肛門用装具等購
入費助成金

・難病患者福祉手当
・心身障害者福祉手当(

区制度)

4
月
2
5日
す
ぎ
に
振
ひ
込
み
ま
す
。

表
7
、8
、9
に
該
当
す
る
方
で
申
請

を
し
て
い
な
い
方
は
、
手
続
を
し
て
く

だ
さ
い
。

申
・
問
先
卜
在
宅
福
祉
係

ま
た
は
福
祉
事
務
所
(
表
4
)

表7　 人工肛門 用装具等購入費助成金

表8　心身障害者福祉手当

表9　難病患者福祉手当

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

養
成
講
習

3
級
課
程
(
第
1
回
)

受
講
者
募
集

日
時
等
H
表
5

対
象
H
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
と
し
て
働
く
こ
冫
蓖
蛍
し
、
講

習
期
間
中
全
日
を
通
し
て
受
講
で
き
る

区
民
の
方

定
員
日
韶
1
(
(抽
選
)

費
用
H
テ
キ
ス
ト
代
6
千
5
0
0
円
申
込

卜
(
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、

職
業
、電
話
番
号
、生
年
月
日
、
「ホ

ー
ム
ヘ
ル
パー
養
成
講
習
受
講
希
望
」

と
明
記
期
限
卜
4
月
2
4
日
必
着
申

先
=
高
齢
福
祉
計
画
係
〒
1
2
0
・
8
5

1
0
中
央
本
町
1
-
1
7
-―
問
先

日
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
関
原

(
3
8
8
9
)
1
4
8
7

表5　 ホームヘルパー養成講習3 級課程( 第1 回) 日程

※ 場所 ま一部を除 き、すべて在宅介護支援セ ンター関原です

表6　今後の講習予定

ワンポイント 健 康
術

現
在
の
私
た
ち
の
ま
わ
り
に
あ
る
、

汚
れ
た
空
気
や
水
、社
会
生
活
か
ら
　

く
る
各
種
の
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
、過
　

酷
な
環
境
。こ
の
様
な
生
活
環
境
の

中
、健
康
な
生
活
を
過
ご
す
た
め
の
、

簡
単
な
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
　

を
、健
康
体
力
づ
く
り
の
専
門
職
員
　

で
あ
る
社
会
体
育
主
事
が
、毎
月
1
0
　

日
号
で
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。今

回
は
、こ
れ
か
ら
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
は
じ

め
る
方
に
大
切
な
、
健
康
状

一
匹
心
に

握
と
情
報
に
つ
い
て
で
す
。

頭
痛
や
肩
こ
り
の
原
因
は
?

頭
痛
や
弓

」り
は
ほ
常
生
活
の
中

で
よ
く
耳
に
す
ス
鹿
状
で
す
が
、こ
　

れ
は
讚
罘
足
、ス
ト
レ
ス
過
剰
、

過
労
な
ど
に
よ
っ
て
筋
が
緊
張
)
だ
　

ま
ま
の
状
駻
硲
刄
一ら
、
こ
の
ぶ
つ

な
不
調
が
生
じ
1

畧
が
多
い
ぷ
つ

で
す
。
そ
ん
な
時
は
、
気
分
転
換
に

も
な
る
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
な
ど
が
効

果
的
で
す
。

運
動
前
の
体
調
チ
ェ
ッ
ク

運
動
前
の
体
調
チ
ェ
ッ
ク
と
し
て

、

日
頃
の
皿
圧
皚
や
脈
拍
数
な
ど
娶
知

っ
て
お
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の

日
の
体
調
夊
お
せ
運
動
量
等
を
考

慮
し
て
運
勵
T
9

」と
で
す
。
専
門

の
方
と
相
談
」
な
が
ら
且
罘
茯
め
、

適
度
な
運
動
量
で
ゃ
る
こ
と
が
長
続

き
の
秘
訣
で
し
ょ
う
。

※
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
卮
芒

め
区
内
に
は
指
導
員
付
き
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
が
9
ヵ
所
あ
2

妥

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
次
回
よ
り
、
実

践
編
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

問
先
卜
体
育
課

入門の巻「運動と健康」

チェックしよう! 自分のからだ
下記の記入欄の健康度チェックを活用して、まず自分のか

らだを把握し することから始めまし ょう。

脈 拍 は …

手首の動脈を押さえ、指の腹で60
秒間の脈を数えましょう

血圧は…血圧はどの範囲でしょうか?世界保健機構=WHOより)

※ 皿圧、脈拍の値は測る時間や状況( 食前・後、運動等) によって変動
します。定期的に測定しましょう
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春風に誘われて

ちょっと出かけてみませんか
～見る・楽しむ・学ぶ「施設ガイド」～

区
内
に
は
、
見
た
り
体
験
し
た
り
し
て
楽
し
め

る
い
ろ
い
ろ
な
公
園
や
施
設
が
あ
り
ま
す
。「
近

く
に
あ
る
け
ど
、
ま
だ
行
っ
た
こ
と
か
な
い
」
と

い
う
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
ん
な
方
の
た
め
に
、
こ
こ
で
は
区
内
の
施
設

の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。
春
の
一
日
、
ぜ
ひ

出
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

足
立
の
歴
史
を
学
ぼ
う

～

郷
土
博
物
館
～

わ
た
し
た
ち
か
夛
孚
こ
の
街
の
歴

皿
・
坤
屈
・
文
化
に
興
味
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
迴
土
博
物
館
で
は
。
歴
史
・
ま

つ
り
・
く
む
の
分
野
に
分
け
、
様
々

な
資
料
や
梗
型
産
辰
示
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ル
で
は
、予
睡
宿
の
繁
栄
を
功
語

面
兄
亊
な
山
申
等
が
展
示
さ
れ
、・
目
娶

口
碵
る
も
の
か
ゐ
Q
巫
孔
併
設
さ
れ

て
い
る
東
`
哩
庭
園
は
閑
静
な
日
本
庭

囹
で

、
啀
園
内
の
和
風
集
会
室

「
臨
渕

亭
」
は

趣
味
の
集
い

な
ど
に
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す

宥

料
)
。
ま
た

、

毎
月
第
7
土
曜
口
は

、
民
俗
・
歴
史
分

野
の

映
画
会
岑
藺

催
し
て
い

ま
す
(
無

料
)
。

※
毎
週
日
曜
日

、
第
ク
王

曜

日

、
祝
E
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に

よ
る
解
脱
サ
ー
ビ
ス
か
あ
叮
ま

す

葷

日
は
、
団
体
予
約
も
で

き
ま

す
)
。
ぜ

ひ
'

用
く
″
き

い

入
館
料
匹
般
瓱
円
/
小
・
中
学
生
1
0
0

円
示
学
生
未
満
は
無
料
)
※
毎
月

第
1
土
曜
日
は
区
民
無
料
開
館
時
間

h
乍
前
9
時
I
午
営
蒔
※
入
館
は

午
後
t
鬯
芬
ま
で
休
館
日
卜
月
曜

口
祝
日
の
か
両
ほ
翌
旦
/
¥
末
年

始
(
口

烈
覡
自～
1

月
4
囗
)

大
谷
田
5
-
2
0
-
1

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

交
通
案
内
=
亀
有
駅
北
口
か

ら
東
武
バ
ス
　
六
ツ
木
都
住

行
き
博
物
館
前
下
車
ま
た
は

六
ツ
木
団
地
・
八
潮
車
庫
・

木
曽
根
行
き
大
谷
田
5
丁
目

下
車
徒
歩
5
分

科
学
の
夢
そ
し
て
未
来

～
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ・こ
ど
も
科
学
館～

館
内
は
、
自
分
で

体
験
し
て
、
楽
」
み

な
が
ら
今
べ
る
E

夫

か
い
っ
ぱ
い

。
バ
ー

チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
(

仮

想
現
実
)
の

毘

界
膏

侭
験
で
甞

句
マ

ザ
ー
シ
ッ
プ
が
‘
'茗

「
宇

宙
旅
行
」
の

ゾ

ー
ン

を
始
め
。
「
地

球
発
乕

。
科
学
の

広
場
」
「
い
の
ち
の
世
界
」
・
『
環
境
の
調

和
』
の
五
つ
の
ゾ
ー
ン
で
構
呪
嘉
て

い
ま
す
。ま
た
、賠
篤
留
の
ド
ー
ム

ス
ク
リ
ー
ン
に
羈
に
y
出
す
迺
力
満
点
の

ド
ー
ム
ー
シ
ア
ター
で
は
、
。
新
乕
岨

「
ア
ラ
ス
カ
飛
と
野
生
の
世
界
-
」

を
上
映
。
荘
厳
な
ア
ラ
ス
カ
の
地
へ
・
誘

っ
て

く
れ
市
子
。
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
、

舂
の
番

組
「
南
の
国
の
星
々

指

き

か
き

胥

了

こ

罵

眩

中
。
日
木
で
ほ
、

恒

匈
」と
の
で
き
な
い

肉
半
球
の
星

座

を
祠

介
し
て
い
廖
T

。

入
場
料
=
表
1
関
館
時
間
等
-
▽
展

示
蚕
・
・
・
午
前
9
時
1
午
後
7
時
※
入

場
は
午
後
6
時
2
0
分
ま
で
V
ド
ー
ム

ー
シ
ア
タ
ー
、ゴ
フ
ネ
タ
リ
ウ
ム
・
・
表

2
嶌
冐
第
9
王
眤
日
は
区
民
無
料

休
館
日
卜
月
曜
口
器
夏
刄
休
み
期
間

中
は
除
く
。祝
口
の
と
薺
ほ
翌
亘
/

年
末
年
始
(
1
2
月
2
8
E
～
1
月
4
口
)

表1　入場料

表2　 プラネ タリウ ム投 影、ド ーム シアタ ー上映開 始時間

※ 月曜日の投影、上映は休止します( 春夏冬休み期間中を除く)
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交 酒 案 内= 西 新 井 駅 東 口 下 車 徒歩3 分

和
風
庭
園
の
「
美
」
を
味
わ
う

～
花
畑
記
念
庭
園
～

日
本
庭
園
の
伝
統
美
奈
感
量
尽
で

く
れ
る
の
が
、岔
坩
記
念
啀
園
。石
垣

と
築
地
塀
で
囲
ま
れ
た
庭
園
内
の
池
で

は
、優
雅
に
笄
コ
イ
の
資
支
易
♀
」

と
が
で
吉
里
J
。春
に
は
、隣
憶
y
る

芹
細
公
園
の
炉
裂
乙
め
、冬
に
は
、

鄒
心
で
ほ
珍
し
い
雪
吊
n
£
兄
穴
ま

す
。ま
た
、園
内
に
は
、凖
入
収
容
可

能
の
洋
室
大
広
間
や
和
窒
。そ
し
て
木

格
的
な
荼
室
も
あ
Q
ま
す
肴
懸
。

入
場
料
=
無
料
庭
園
の
み
}
開
園
時

間
r
午
前
9
時
～
午
唆
7
時
※
3
月

～
5
月
・
9

月
は
午
後
6

時
ま
刄
1
0

月
～
2

月
は
午
凌
5
時
ま
で

休
園
日

卜
年
末
年
始
・・
1
2月
2
8
口
7
1

月
4

口

花
畑
4
-
4
0
-
1

(
3
8
8
5
)
9
7
9
5

交
通
案
内
=
竹
ノ
塚
駅
東
口

か
ら
東
武
バ
ス
　
花
畑
団
地

行
き
団
地
入
口
下
車
徒
歩
3

分

太
古
の
足
立
を
知
ろ
う

～
伊
興
遺
跡
公
園
～

ま
ず

、
・
U
貫
J
}く
の
が
野
外
に
あ
る

焉
(

式
住
片

中
で
は

、
古
代
哭

の

生
活
の
唏
士
酉

名

こ
と

が
で
滯
霞

す

。

展
示
館
で
は

、
邇
跖
か
ら
出
土
し
た
土

器
の
展
示
岑
感
め

、
祈
叮
を

捧
げ
る
巫

女
力

罕

尽

ぶ

再
現
さ
れ

、
太
占
の

皀
W

へ
迷
い
こ
ん
だ
ぷ
っ
で
す

。

入
場
料
=

無
料

開
館
時
間
l

午
前
9

時
～
午
汝
5

時

休
館
日
卜
印
恥
膓
始

一
口

品

日
I
I

月
3
口

東
伊
興
町
1
3
-
1

(
3
8
9
8
)
9
1
1
1

交
通
案
内
=
竹
ノ
塚
駅
西
口

か
ら
東
武
バ
ス
　
舎
人
二
ツ

橋
行
き
聖
一
の
橋
下
車
徒
歩
5

分

風
情
の
あ
る
公
園～

柳
原
千
草
園
～

舂
に
は
悔
・
桜
、秋
に
は
も
み
じ
、

と
四
季
折
々
の
花
や
草
汞
が
楽
し
め
る

柳
原
千
草
呷
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
を
代

表
す
る
章
花
が
約
嶺
種
類
も
蛹
え
ら
れ

て
い
ホ
y
。こ
の
時
期
、マ
メ
ザ
ク
ラ
、

ヒ
ュ
ウ
ガ
ミ
ズ
キ
な
ど
が
見

ご
ろ
で

す

。

遺
賢

曾

て
い
な
い
と
こ
ろ

が
魅
力
の

こ
の
図
で
は

、
野
鳥
も
し
は
し

、
翼
を

休
め

奉
歹

。
ま

た
、
啀
園
の
池
に
は

。

循
環
利
明
し
た
地
下
裘

。巾
水
が
小
さ

な
咫
か
ら
流
れ
八
・
み

、
肯
胆

な
水
生
噴

物
卆
㈹

し
て
い
ま
す

、
㈲
鑑
夲
痔

っ
て

出
か
け
て
み
ア
ほ

い
か
か
で
す
か

。

入
園
料
卜
無
料

柳
原
1
-
2
1
-
2
6

交
通
案
内
=
牛
田
駅
ま
た
は

京
成
関
屋
駅
下
車
徒
歩
5
分

い
い
汗
か
い
て
み
ま
せ
ん
か

～
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
～

た
く
さ
ん

の
ト
レ
圭

一
ン
グ
マ
シ
ン

が
渮
・尽

片

た
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ル
ー
ム

莉

剛
は
登
録
制
・
は

も
ち
ろ
ん
で

す

か
、
気
軽
に
利
川
出
又
る
の
が
、
多
日

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
ぷ
広

り
と
囲
む
ジ
ョ

ギ
ン
グ
コ
ー
ス
。
内
回
り
一
円
が
扣
・
9
5
m

で

川
周
す

れ
ば
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の

距
離
。
外
回
り
は
L
周
約
5
0
0
m
I
f
-
夛
。

歩
い
て

も
犇
し
、
走
っ
て
も
よ
じ
、
自

分
の
ペ
ー
ス
で
楽
し
め
廖
7

コ
ー
ス

の
わ
き
に
は
、
補
強
迎
動
の
た
め
の
用

も
あ
n
ま

す
。
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン

いじ

て
み
ま
廿
ん
か

。

施
設
の
内
容
、
利
用
時
間
・
料
龠

等
、

く
ゎ
し

く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
毎
月
第
冫

工
曜
E
は
一
部
の
施
設
利

田
が
区
民
は
無
料

休
腟
日
=
年
司
年
始
-
'
1
2
月
2
8
日～
1

月
4
旦

東
保
木
間
2
-
2
7
-
1

(
3
8
5
9
)
8
2
1
1

交
通
案
内
=
竹
ノ
塚
駅
東
口

か
ら
東
武
バ
ス
　
総
合
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
行
き
終
点
下

車

土
の
暖
か
み
を
感
じ
た
く
な
っ
た
ら

～
都
市
農
業
公
園
～

か
つ
て
は
農
業
の
媽
瓦
で
あ
っ
な
に

皀
区
。そ
の
妛
を
残
し
、自
然
と
ふ
れ

あ
う
塲
と
し
て
迺
ら
れ
た
の
が
、乱
市

瘋
業
公
園
で
罵
約
5
h
の
広
大
な
敷

地
の
中
に
は
、沺
、水
田
、目
然
環
境

館
、熱
勇
壁
、古
民
家
、(
I
プ
園

が
点
在
し
て
い
ま
す
。古
民
家
は
、江

戸
時
代
後
期
の
区
内
の
農
家
を
尽
設
し

た
も
の
で
、実
際
に
襃
つ
れ
て
い
た
丼

炉
裏
や
か
ま
ど
、納
M
な
冫
莟
名
こ

と
が
で
渮
无
叉
(
I
プ
園
に
は
、緑

の
相
防
町
乱
あ
り
i
T
。ま
ぺ
兄
晴

ら
し
の
い
い
レ
ス
ト
(
ウ
ス
き
く

ら
ご
?
の
り
、ご
利
用
で
さ
豕
す
。

舂
の
亙

盲
浜
妬

め
と
し

、1
年
中

化
鼠
え
な
い
公
園
で
す
。

入
場
刈
=
無
料
開
園
時
間
-
午
前
9

時
1
午
優
5
時
休
園
日
ぶ
t
未
年
始

一
1
2
月
2
8
日
～
1
月
4
日
}
※
各
施

設
は
水
曜
休
館

鹿 浜2- 44- 1　 　3853- 4114

交 通案 内= 西 新 井 駅 西口 から 東 武 バ ス
都 市 農業 公 園行 き 終 店下 車

い
き
も
の
と
の
〝ほ
っ
と〟コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

～
生

物

園
～

入
口
か
ほ
い
る
と
、
人
忝
ア

ポ
哨
の

中
か
ら
淡
水
エ
イ
や
ビ
ラ
ル
ク
ー
な
ど

の
大
き
な
淡
水
爪
だ
鳬
R

哈
{
兀

を

迎

凡
て
ぐ
れ
ま
す
。
チ
ョ
ウ
の
嶇
蚕
で

は
、
み
ど
り
鬯
か
な
熱
帯
碵
靭
の
中
を

仙
と
n

ど
り
の
チ
ョ
ウ
が
蚪
い
、
庭
園

で
は
、
モ
ル
モ
ッ
ト
や
ウ
サ
ギ
な
ど
の

小
動
物
と
ふ
れ
ゐ
つ
コ
ー
ナ
ー
私
あ
り

ま
す
。
「い
の
ち
」の
曹
み
を
続
け
る

生
物
た
か
と
の
「ふ
れ
あ
い
」鷽
迪
し

て
、自
然
環
境
の
大
切
さ
自
然
と
の

「共
生
」に
つ
い
て
新
汲
て
み
ま
せ
ん
か
。

入
場
料
=
大
人
3
0
0
円
/
小
・
中
学
生
1
5
0

円
示
学
生
禾
商
は
無
料
※
毎
月

第
ワ
エ
曜
日
は
区
民
無
料
開
館
眄
間

日
午
前
9
時
3
0
分
I
午
唆
5
時
{
1
1
月

A
月
は
午
憊
蒔
卻
y
で
}
※

入
図
は
開
園
の
3
0
竝

明
ま
で

休
園
日

卩
月
曜
日

税

日
の
と
尽

舁

口
/

鄒
汞
年
始

皀

月
2
8
日
～
1

月
4

日
一

保
木
間
2
-
1
7
-
1

(
3
8
8
4
)
5
5
7
7

交
通
案
内
=
竹
ノ
塚
駅
東
口

か
ら
東
武
バ
ス
　
花
畑
団
地

行
き
保
木
間
仲
通
り
下
車
徒

歩
5
分
ま
た
は
都
バ
ス
　
北

千
住
行
き
保
木
間
1
丁
目
下

車
徒
歩
5
分

ス ケ ッ チ

あ だち

美 味し くで き た ね、ヨ モ ギ餅! !

都 市農業 公 園3 月8 日 ・15日
「ヨ モギ餅 づくり 体験教 室」

参 加 の 親 子 た ちは 、 自分 た ち の 手 造 り の

ヨ モ ギ 餅を 大 喜び で を 食べ て い ま し た

健闘をたたえて
脇田 さん、野口 さん、田中 さん

λ
月
1
9叮
ぼ
嘔

四
に
刄

長
野
オ
リ
ン

ビ
ッ
ク
ボ
ブ
ス
レ

箍
(

叉

乗
り

尚

之

寿
雄
靡
(
愀
和
五
丁
自
邸
に
`
一
に
ス
ポ

ー
ツ
配
麌
筋
詼
哨
う
呈
r
だ
。
ま

べ
9
7
イ
ン
ド
ー
パ
シ
フ
ィ
ッ
″
モ
ア
ノ

ポ
リ
ン
大
(
?
ご
片
沢
戸
k
縟
凵
朋

恵
苓
へ
口
中
ち
4
突
兀
の
冫
A
に
教

戛
曼
ぢ
葡
脣
遯
戳
咆
穴
声
)

た
。ト
ラ
ン
ボ
冫
は
、乍
子
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
?
な
比
式
櫛
口
に
決
疋
じ
て
お

り

、
夲

卮

る
四
紹
が
刈
待
合

祭

ヂ

。

喜びの皆さん 区長 より スポ ーツ 振興 奨励 金を受 取 る脇田 さ ん

第32回足立区展作品募集
今回 か ら 、 足 立 区 屡 実 行委u 会

の1・{催 で'開 催 さj 1 ま す 日 程= 表: 3

規 定=こ衣・1 ※ 個 人 作、兒に! 輿

り ま す 対 象- | ぺ内 在I E ・a: 動 ・
在字 の 力 費 用= 洋 画 ・ 彫刻 … 】!

¶ 12,圍0円/ 謾j aqj 真 一・・1a 】000111

※ 中・? j lモ|以下 、1節男=耆 の方

は 淑 料 申 込= 所 定 の 申 込I二刎 こ記

人 のう え 作 品 俚 入 Ⅲ こ各 余 場 で

受 け 付 け ※ 口丿込t El jは 、 又化 振 興

係お よ ぴ コ ミ ュニ テ ィ文 化 ・ ス ポ
ー ツ 公 社 各 施 設 に あ り ま す 問 先=

文 化1辰乖菴f系 　38S( ) - 51114f l

表3　 区展日 程

表4　 区展出 品規 定

訪
問
足
立
消
防
署

□
災
害
か
ら

皆
さ
ん
を
守
る
た
め
に

足
立
区
内
で

は
乱

液

に
棍
作
火
災

が
起
こ
Q

尹

だ

。
為

必

固

で
多
い

の
は

、
「
放
火
」
「
ガ
ス
コ
ン
ロ

ー
ガ
ス

テ
ー
ブ
ル
」
お
よ
び
[
た

ば
こ

で

冤

こ
・冫
し
た
応

ぷ

ら
区
民
の
皆
穴
瓦

全

寸
た
め

、
区
内
に
鴎
疋
立
・
千
佳
・

西
新
井
と
冫
刀
所
の
消
防
署
が
あ

り
ま

す
。
災
害
を
禾
然
に
防
ぐ
冫

ぐ
か
ら

、

実
際
の

消
火
や
蚊
助
ま
で

、
内
容
は

多

岐
に
濆
9

烝
馬

そ
の
た
め
に
は
、
毎

日
の
篏
し
い
訓
練
が
欠
か
せ
ま

せ
ん

。

火
災
や

交
通
事
功
な
y
あ

ら
ゆ
荼

大
害

笳
息

定
し
刄

救
助
訓
練
や
拮
礎
体
力

づ
く
茖

行
な
っ
て
い
ま
す
。

□
ク
イ

ッ
ク
ア
タ
ッ
カ
ー
登
場

消
防
晋
に
は
特
殊
な
装
爾
や
器
材
が

数
多
く
あ
2

手

か

、
酘
得

咨

消
防

署
に

、
消
簡
居

動
用
の
赤
い

バ
イ
ク
球
{

ク
イ
ッ
ク
ア
タ
ッ
カ

也

か
登
場
し

声
1
}
た

。
機
動
梦

苳

か

し
震
災
時
の

竹
報
収
集
や
I
入
通
渋
滞
の
亭
故
珊
珊
や

災
害
現

場
に
い
ち
ほ

や
く
到
着
し

、
初

期
消
火
や
救
助

逗
乖

弓

な
い
ホ

罵

□
救
急
救
命
士
が
あ
な
た
の
命
を
救
い

ま
す救

急
犀
の
出
動
回
敵
は
9
年
中
で
2

び
4
千
旧
什
。前
年
は
1
万
2
千
1
7
6
件

で
瓦
石
救
急
出
動
は
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。急
蜊
や
交
通
事
故
な
ど
で
、

尊
い
命
膏
笥
だ
め
に
救
急
処
置
を
行

う
の
が
救
急
救
命
士
で
す
。岡
院
に
搬

活
さ
れ
る
ま
で
の
問
に
、高
鶚
筱
急

処
泄
鷽
吋
っ
て
い
ホ
y
。

□
災
害
防
止
に
は

皆
さ
ん
の
協
力
が

不
可
欠
で
す

消
防
署
で
は
災
霽
を
防
止
す
る
た
　

め
に
、い
つ
で
匁
愆
訓
練
や
ぶ
急
　

手
当
講
燹
昌
申
し
込
み
を
受
け
付
　

け
て
い
ま
す
。[
い
ざ
と
い
う
時
　

の
た
め
に
知
識
と
技
李
跫
已
付
け
　

ま
裃
ん
か
。問
先
卜
足
立
消
防
署
　

福
島
2
-
―
-
よ

(
g
?
こ
?
ふ

車 の下 敷き に なっ た人 の 救助 訓練 風景

区
役
所
以
外
の
公
共
施
設
を
紹
介

す
る
新
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
第
1
回
目

は
足
立
消
防
署
を
訪
問
し
ま
し
た
。

学

校
ア

ル

バ

ム

千寿小学校
千 住1- 25- 1

【
沿
革
】

▽
明
治
7

年
4
月

子
住
二
丁
目
哢
専

寺
を
仮
校
舎
に
開
稜

▽
明
治
H

年
1
1

月

校
舎
覆
心
瀲
に
新
築
落
涙

マ
明

治
3
3
年
1
2月

千
寿
尋
常
高
等
小
学
校

男

子
)

と
な
る

▽
明
冶
4
2
年
H

月

尋
愬
4

年
以

雲
ぐ
な
り

、
高
等
科
女
子

を
収
容

マ
昭
和
7

年
1
0月

東
泉
市

千
寿
尋
常
高
等
小
学
校
と

以
称
v

昭

和
1
6
年
4
月

東
京
巾
千
寿
国
民
学
校

と

収
称

∇
昭
和
1
9
年
7
月

集
団
疎

開

▽
昭
和
2
0
年
4

月

令
稜
焼
失

)
昭
和
2
5
年
1
0
月
よ
曁
顯
康
学
園

拘
虚
鵬
児
学
劈
閧
設
▽
平
成
6

年
日
月
創
立
1
2
0
周
年
記
夕
式
典
▽

平
成
9
甼
a
月
現
在
7
(
J
学
級
、

児
堕
数
1
6
3
口
人
※
匸
内
は

无
甃
潼
康
学
園
w
平
成
旧
年
y
月

末
現
在

卒
業
生
総
数
6
千
5
1
6人

【
教
育
目
標
】

人
間
尊
電
の
榑
神
含
`
調
と
し
、生

汪
に
わ
な

学
習
の
愿

豕

廼

い

。
児

童
り
画
っ
可

能
怏
々
(
間
性
を
曼
か
に

伸
ぱ
ず
彖
校

教
育
金

咨

子

る

。
そ
の

た
め
に

、
蒔
代
の
変
化
に
主
体
的
に
対

応
ぶ

茗

知
・
蝕
・
体
の
調
和
の
と
れ

た
心
裴
恥

范

策
の
育
虞
を
目
指
す

。

強
い
か
ら
だ
Q
y

ゆ
た
か
な

心
Q

于

ふ
か
ぐ
考
ぼ
荀

ナ

や
叭
ゐ

ぐ
子

【
川
上
松

衛
校
長
先
生
か
ら
】

創
立
圀
周
年
の
歴
袤
ご
簗
豕
掎
る

千
寿
小
学
校
で
歹
。し
か
し
、教
育
の

内
容
は
最
も
新
y
あ
n
た
い
夊
馴
い

「
フ
シ
も

の
隰
に
立
っ
た

授
男

を
日
々

展
問
し
て
い
ま
す

。
千
寿
小
学
校
は
教

育
の
無
形
又
化
財
と
霹
p

れ
る
ぷ
つ
努

力
し
康
司

第 一 中学 校
千住 河 原 町4- 7

【
沿
革
】

∵
昭
和
2
2陌
4

月

千
寿
第
へ
小
内
に

新
設

∇
昭
和
2
4
年
6
月

千
庄
河
原

町
の
独
立
校
鼻

筬

▽
昭
和
2
5
年
9

月
第
卜
次
咬
台
卿
築

※
以
汝
昭
和
3
1

年
9

川

訥
4

吹
・
ま
で
川
築
)

昭

佃
2
9
年
4
月

特
陳
学
級
新
設

マ
昭

和
3
5
堕
9
月

鉄
面

畝
急
落
収

※
以

後
昭
和
4
3
年
1
月

添

眞

一

ま
で

喞

改
築

▽
昭
和
4
7
年
6
月

汞
造
校
舎

と
り

お

見

元
T
V

昭
和
6
2
年
6
月

削
・
り
匐
周

年
記
念
八
典
V

平
成
5

年
2

月

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
棄
一
哉

マ
平

庇
9

年
1
埒
現
庄
1
0

学
級
、
児
碩
数

哭

マ
罕
呎
川
年
3
月
末
現
吁

卒

裏
生
総
数
1
万
1

千
奕

【
教
育
目

標
】

人
門
尊
堕
の
岡
神
を
語
調
と
し
、
時

代
の
荵
化
に
即
応
し
た
心
・
矧
・
徳
・

体
の
詞
和
の
と
れ
た
賢
ひ
な
人
間
性
の

育
成
齊
擶
し
、
生
涯
に
役
立
つ
教
肖

金
貨
?
る
な
め
、
次
の
目
唳
鷽
碪
疋

す
る
。

心
身
冫

尼

健
康
で

・
学
ぴ
研
け
る
人

・
思
い
や
尖

・
や
口
通
す
人

【
髙
木
昭
彦
校
長
先
生
か
ら
】

志
咬
は
、
昨
年
1
1
月
に
創
立
5
0
同
年

記
念
式
典
を
行
い
、
大
勢
の
皆
さ
ん
に

呪
っ
て
い
た
だ
濮
量
r
だ

。
こ
の
岡
年

を
畷

会
に
、
な
お
I

囑
の
学
力
向
上
を

爪
い
、
千
寿
男

示

学
校
と
迎
携
を
組

み
、
実
践
研
究
に
幼
人

で
い
ま
す
。

毎
月
1
0日
号
の
こ
の
「
学

校
ア
ル
バ
ム
」
で
は
、
区
内

の
小
・
中
学
校
を
中
心
に
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。
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本庁 舎へ のお問い 合わせは… …

3880- 5111㈹
本庁 舎 以 外 へのお 問 い合 わせ は

そ れぞ れの 電 話番 号 へ

※
電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
く

生

活

環

境

フ
ロ
ン
の
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

冷
蔵
庫
、
エ
ア
コ
ン
、
カ
ー
エ
ア
コ

ン
な
ど
に
俾
わ
れ
て
い
る
フ
ロ
ン
は
、

大
気
に
放
出
す
る
と
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊

し
、
そ
の
結
果
、
有
害
紫
外
線
が
増
え
、

皮
膚
ガ
ン
や
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
被
害

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
冷
蔵
庫
や
エ
ア

コ
ン
を
廃
東
冨
夕
涎
ほ

、
次
の
方
法

で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

廃
家
電
適
正
処
理
協
力
店
の
シ
ー
ル

の
あ
る
家
電
販
売
店
に
相
談

4
都
の
清
掃
事
業
に
家
庭
の
粗
大
ご
み

と
し
て
出
す
(
フ
ロ
ン
回
収
は
冷
蔵
庫

の
み
)

申
先
卜
粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー

(
5
2
8
)
7
0
0
0

フ
ロ
ン
回
収
で
き
る
廃
棄
物
処
理
業

者
に
依
頼

宗
晉

▽
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫

都
清
掃
㈱

容
(
a
0
6
)
o
I
Q
)

東
栄
興
業
㈱

登
(
～
9
7
)
8
8
R
)

産
業
廃
棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー
㈱

昔
(
3
只
)
5
7
)
0
2
3
6

▽
冷
蔵
庫
の
み

㈱
東
京
ク
リ
ア
セ
ン
タ
ー

登
(
a
8
5
)
8
Q

乙
0

※
自
動
車
を
唇
季
夊
と
き
は
、
自
動

車
販
売
店
な
ど
引
き
取
ひ
先
に
必
ず
フ

ロ
ン
回
収
を
し
て
か
ら
処
分
す
る
ぷ
つ

注
文
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
な
お
、
廃
棄
物

処
理
・
フ
ロ
ン
回
収
(
一
部
夲
啄
く
)

は
ご
と
に
有
料
で
す

問
先
卜
環
境

課
調
整
係

募
集
し
ま
す
!
　
「
実
践
地
区
」

「
あ
し
た
の
足
立
を
つ
く
る
区
民
協

議
会
」
が
定
め
る
地
域
活
動
の
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
、
1
年
間
活
堅
気
遡
域
団

体
を
実
践
地
区
と
し
て
指
定
し
。
活
動

の
支
探石
助
成
を
行
い
串
歹
。
く
わ
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

テ

ー
マ
ト
高
齢
者
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く

り

募
集
数
卜
2
5団
体
(
地
区
町
連
単

位
で
I
団
体
)

申
込
=
電
話

期
限

卜
気
日

日

申
・
問
先
日
地
域
振
興

課
育
成
係

住
居
表
示
板
を
紛
失
し
た
方
へ

住
居
表
示
実
施
済
の
区
域
で
、
家
屋

の
玄
関
等
に
取
ひ
付
け
て
あ
る
住
居
表

示
板
(
緑
色
の
ア
ル
ミ
板
)
を
破
損
・

紛
失
し
て
卜
蚤
つ
た
方
に
は
、
窓
口
で

新
し
い
住
居
表
示
板
を
無
料
で
再
交
付

し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越

し
ぐ
だ
さ
い
。

申
・
問
先
卜
住
居
表

示
担
当

水
洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

表
I
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、
3
年
以
内
に
水
茆
化
工
事
を
し

て
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
卜
都
・
下
水
道

局
北
部
第
一
管
理
事
務
所
業
務
課

昔
(
5
6
8
0
)
6
3
3
2

表1　水洗化可能地域

水
洗
化
工
事
融
資

あ
っ
せ
ん
金
利
の
改
定

内
容
卜
水
嫐
化
工
事
(

水
洗
便
所
へ
の

切
ひ
懋
又
、
浄
化
槽
の
撤
去

、
排
水
設

備
の
設
置
)
の
資
金
に
お
困
り
の
方
に

。

一
定
の
条
件
で
融
資
あ
っ
せ
ん
梟
将
い

、

利
子
の
一
部
を
禰
給
い
ま

す

。

融
資

額
H
5

万
円
～
3
5
万
円

金
利
=

貸
付

金
利
・・・
2
・
6
%

※
利
用
者
負
担
=
・
1

・
3
%
/

区
補
給
…
1
・
3
%
(
4

月
1
阡
受
け
付
け
分
か
ら
適
用
)

※

工
事
着
工
後
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ

ん
。
必
ず
着
工
前
に
申
請
し
て
ぐ
だ
さ

い

申
・
問
先
卜
計
画
調
鬆
莇
成
係

中
小
企
業
融
資
の
融
資
期
間
の
延
長

お
よ
び
設
備
近
代
化
資
金
の
追
い
貸
し

区
で
は
、
中
小
企
業
者
を
対
象
に
、

事
業
資
金
の
あ
っ
せ
ん
融
資
を
行
っ
て

い
ま
す
。
4
月
1
日
以
降
の
融
資
申
し

込
み
分
か
ら
小
規
模
特
別
資
金
蔚
罟

、

各
資
金
の
融
資
期
間
を
F
年
間
延
長
し

ま
し
た
。
ま
た
、
設
備
近
代
化
資
金
の

申
込
が
、
融
資
限
度
額
内
で
何
度
も
利

用
で
き
豕
す
。
貸
付
利
率
は
「
年
利
2

・
2
%
」
で
す
。

申
・
問
先
=
産
業

振
興
課
融
資
係

生
垣
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す

区
で
は
ぷ
気
の
み
ど
り

〝
づ
く
り

の
た
め
に
、
生
炬
な
ど
堰
路
に
面
し
た

緑
化
工
事
に
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
ブ
ロ
ッ
ク
聨
を
生
垣
に
直
に
た
い
、

婁
っ
に
み
ど
ひ
聚
眉
や
し
た
い
と
お
考

え
の
方
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
先
日
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
係

国

保

4
月
～
6
月
分

納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
料
の
納
入
通
知
書
と

1
0
年
度
4
月
～
6
弖
分
納
付
書
煢
4

月
2
0日
に
発
送
し
豕
T
。
た
だ
し
、
今

回
通
知
す
る
保
険
料
は
、
9
年
席
荏
民

税
額
を
も
と
に
収
酊
算
し
て
あ
り
亟
素
。

正
し
い
1
0年
度
保
険
料
は
、
1
0年
度
住

民
税
額
が
決
定
し
た
時
点
で
再
計
算
し

ネ
す
の
で
、
7
月
以
降
に
改
め
て
決
定

金
額
を
通
知
し
釜
す
。
保
険
料
の
納
期

慝
獪
月
末
日
で
T

。
便
利
な
口
座
振

替
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問
先
卜
資
格
賦
課
係

斑
口
座
振
替
の
こ
と
は
収
納
管
理
係
へ

就
職
・
退
職
し
た
ら
手
続
き
を

会
社
な
ど
へ
就
職
し
た
と
膏
ほ

。
国

民
健
康
保
険
を
や
め
る
手
続
き
が
必
要

で
す
。
ま
だ
、
退
職
し
て
職
場
の
健
康

保
険
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
国
民
健

康
保
険
に
加
入
す
る
手
続
き
が
ぶ
要
で

す
。
く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
ぐ

だ
さ
い
。

問
先
卜
資
格
賦
課
係

も
う
1枚
の
保
険
証
　
(学)・
(遠
)の
保
険
証

国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
で
、
家
族

の
一
部
が
就
学
、
出
張
・
旅
行
な
ど
で

住
ま
い
夲
躍
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
万

の
保
険
証
を
家
族
こ
対
そ
別
に
お
渡

し
し
ま
す
。
た
だ
し
事
情
に
よ
叮
乖
歹

の
で
、
手
続
き
す
る
前
に
必
ず
電
話
を

し
て
ぐ
だ
さ
い
。

(学
)
(学
生
用
)
の
保
険
証

お
孑
さ
ん
な
ど
が
区
外
に
居
住
し
て

就
学
す
る
と
き
、
世
帯
主
が
そ
の
方
の

生
活
費
等
を
援
助
し
て
い
る
豐
にに
、

嵒
保
険
証
忿

膕
し
し
ま
す
。

申
込

冂
国
民
健
康
保
険
証
、
届
出
人
の
印
鑑
、

在
学
証
明
書
(
学
生
証
も
可
。
区
外
に

住
民
登
録
し
て
い
る
豐
ほ

、
住
民
酉
y

も
必
要
)
を
窓
口
に
持
参
。

(遠
)
(遠
隔
地
用
)
の
保
険
証

家
族
の
方
が
旅
行
・
出
張
な
ど
で
1

ヵ
月
以
上
、
2
3区
外
に
離
れ
る
と
霤
や
、

足
立
区
外
に
施
設
入
所
す
る
場
合
に
、

耆
保
険
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。た
だ
し
、

施
設
入
所
以
外
の
方
は
、
長
期
の
取
り

扱
い
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
卜
国
民

健
康
保
険
証
、
届
出
人
の
印
鑑
/
施
設

入
所
の
場
合
は
入
所
証
明
書
(
区
外
に

住
民
登
録
し
て
い
る
樊
ほ
住
民
票
が

必
要
で
す
)
を
窓
口
に
持
参

-
い
ず
れ
も
ー

申
・
問
先
卜
資
格
賦
課
係

出
産
育
児
一
時
金
・
葬
祭
費

4
月
1
日
か
ら
支
給
額
が
改
定
さ
れ
ま
す

出
産
育
児
一
時
金

国
民
健
康
保
険
加
入
の
方
が
、
出
産

し
た
時
に
は
、
出
産
育
児
一
時
金
が
支

給
さ
れ
祟
瓦
4

月
1
日
か
ら
支
給
額

が
改
定
さ
れ
ま
す

改
定
額
=
3
5万
円
(
3

月
3
1日
ま
で
は
3
0万
円
)

葬
祭
費

国
民
健
康
保
険
加
入
の
方
が
死
亡
し

た
場
合
、
そ
の
葬
儀
を
行
っ
た
方
に
葬

祭
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。4
月
1
日
よ

り
、
支
給
額
が
改
定
さ
れ
聿
歹
。

改

定
額
卜
表
2

1
い
ず
れ
も
ー

申
・
問
先
卜
保
険
給
付
係

表2　 葬祭費支給金 額

国
保
協
定
旅
館

表
3
の
旅
館
等
と
契
約
を
し
て
い
ま

す
の
で
、
ど
っ
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
卜
区
内
在
住
・
在
勤
の
方

申
込

卜
施
設
へ
直
接
電
話
予
約
(
足
立
区
用一

保
課
扱
い
左
け
て
ぐ
だ
さ
い
)
。予
約

が
と
れ
ま
し
た
ら
国
保
ガ
イ
ド
4
3ペ
ー

ジ
の
利
用
券
(
国
保
課
・
区
民
事
務
所

に
も
西
ま
ヂ
)
梟
痔
参

※
料
金
等

く
わ
し
く
は
直
接
施
設
へ

申
・
問
先

卜
庶
務
係

表3　 国保協定旅 館一覧表

掲
示
板

都
・
皮
革
技
術
セ
ン
タ
ー
施
設
公
開

日
時
卜
4
月
1
7
日
窗
、
午
前
1
0
時
～
午

後
4
時
3
0分

内
容
日
手
作
り
革
工
芸

教
室
・
革
製
品
の
手
入
れ
法
実
演
等

申
・
問
先
卜
都
・
皮
革
技
術
セ
ン
タ
ー

昔
(
j
Q
1
6
)
1
6
7
1

ぺ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
ゴ
ミ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
!

現
在
、
都
で
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
店

頭
回
収
を
2
3区
内
で
行
っ
て
い
ま
す
。

回
収
後
、
ワ
イ
シ
ャ
ツ
、
ブ
レ
ザ
ー
等

繊
維
譽
E
や
ペ
ン
ケ
ー
ス
な
ど
の
成
形

品
に
牛汞
れ
夸
石
ひ
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ネ
歹
。

問
先
卜

都
・
冫
か
減
量
総
合
対
策
室

昔
(
5
3
2
0
)
5
7
1
4

高
齢
者
の
た
め
の
実
践
セ
ミ
ナ
ー

コ
ー
ス
名
・
期
間
卜
①
「
ふ
す
ま
・
障

子
張
ひ
」
・
・
・
6
月
1
9
日
～
8
月
7
日

②
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
(
給
食
丁
・
6

月
2
4
日
～
7
月
7
日
対
象
卜
6
0
歳
以

卜
で
講
習
終
了
後
、仙
足
立
区
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
、就
業
で

夸
蒡
定
員
卜
①
1
5
人
②
3
0
人

費
用
=
無
料
申
込
H
往
復
(
ガ
キ
に

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、生
年
月
日
、

コ
ー
ス
名
を
明
記
期
限
=
4
月
3
0
日

申
・
問
先
卜
脚
恵
只
都
高
齢
者
事
業
振

悪
陥
〒

1
0
2
・
0
0
7
2
千
代
田
区

飯
田
襦
3
-
1
0
L
3

公
(
5
2
1
1
)
2
3
2
7

源
氏
物
語
を
読
む
　
日
時
=
l
O
月
2
9

日
～
7
月
1
7
日
の
毎
週
金
曜
日
、午
後

l
時
～
8
時
(
最
終
日
は
午
後
7
時
ま

で
)
対
象
H
成
人
4
0
人
(
抽
選
)
費

用
卜
1
千
5
0
0
円
申
込
卜
往
復
(
ガ
キ

に
住
所
、氏
名
、年
齢
、性
別
、電
話
番
号

需
遐
場
・
申
・
問
先
卜
都
・
江
北
高

校
〒
ほ
・
O
C
1
4
西
綾
瀬
4
-
1
4
-

3
0

容
(
3
8
8
0
)
3
4
1
1
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年

金

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
n
ま
せ
ん

か
。
お
手
持
ち
の
9
年
度
の
納
付
書
は
4

月
3
0日
鷺
濡
荅
と
便
用
で
堂
疂

ん
の
で
I
諧
意
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
卜

保
険
料
係

今
月
は
、
老
齢
福
祉
年
金
証
書
の

提
出
月
で
す

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
方
(

緑
色
の
手
帳
で
、
郵
便
局
の
窓
口
で

直
接
受
け
取
っ
て
い
る
年
龠

は
、
4

月
期
の
支
払
い
(
4
月
1
0日
か
ら
)
を

受
け
取
り
奔
し
た
ら
、
そ
の
証
書
(
手

帳
匸
屬
罠
年
金
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
れ
は
、
8
月
期
の
支
払
い
金

額
を
年
金
証
書
に
記
入
す
る
た
め
で
す
。

忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問

先
日
給
付
係

安
心
な
老
後
に
国
民
年
金
!

国
民
年
金
の
手
続
は
お
済
み
で
す
か

2
0歳

(

学
生
も
含
む
)

か
ら
6
0
歳
ま

で
の
方
は

、
必
ず
国
民
年
金
・
厚
生
年

金
・
共
済
年
金
の
い
ず
れ
か
の
年
金
に

加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
轟

応

。
次
の

ぷ

刄

芳

は
ヂ
銕一
き
が
必
要
で
す

。

マ
加
入
・・・
ま
だ
年
金
に
加
入
し
て
い
な

い
方
/
会
鏨

を
や
め
て
厚
生
年
金
の
資

格
を
喪
朱
レ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
方

等

ワ
喪
失
・・・国
民
年
金
加
入
者
で
癡

職
し
て
厚
生
年
金
等
に
加
入
し
た
方

マ
2
0歳
の
方
へ
E
年
金
未
加
入
で
国
民

年
金
加
入
の
届
出
を
し
て
い
な
い
方
に

も
年
令
手
蠎
と
納
付
書
后
胥
承
歹

問
先
卜
適
用
係

参
議
院
選
挙
か
ら

投
票
し
や
す
く
な
り
ま
す

公
職
選
挙
法
の
一
部
啻
収
正
す
る
法

律
が
成
立
し
、
6
月
1
日
か
ら
施
行
さ

れ
ま
す
。

幸
蒼
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
く

わ
し
い
内
容
は
、
6
月
の
「
あ
だ
ち
広

報
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

マ
投
票
時
間
は
、
午
前
7
時
か
ら
午
後
8

時
ま
で
(
現
行
は
、午
後
1
時
ま
で
)

▽
不
在
者
投
票
の
受
付
時
間
は
、
午
前
8

時
3
0分
か
ら
午
後
8
時
ま
で
(
男
竹

は
、
午
後
5
時
ま
で
)

マ
不
在
者
投
票
の
要
件
の
緩
和
(
聿
な

内
容
)

・
仕
事
の
塲
合
は
、
場
所
を
問
わ
ず
に

蓄
I

ヂ
(

男
付
は
、
投
票
区
の
区
域

外
)

・
レ
ジ
ャ
ー
の
場
合
は
、
行
き
先
が
投

票
区
の
区
域
外
で
あ
れ
ば
で
き
ま
す

箍
存
は
、
足
立
区
外
)

・
買
物
の
場
合
も
、
行
き
先
が
投
票
区

の
区
域
外
で
あ
れ
ば
で
き
嫐
す
(
現
行

は
、
や
む
を
得
な
い
用
務
に
隕
る
)

問
先
卜
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
笳

登
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

徴
収
嘱
託
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

対
象
H
区
内
在
住
の
迴
耶
か
ら
6
3歳
ま

で
の
方

内
容
卜
主
に
戸
別
訪
問
に
よ

る
国
民
健
康
保
険
料
の
集
金

期
間
日
8

月
1
日
～
U

亨
月
3
1日

勤
務
日

卜
月
に
1
8貝
霧
(

休
日
・
夜
間
も
含

む
)

給
与
H
基
本
給
(
日
額
4
千
5
0
0

円
)
十
能
率
給
(
手
取
り
平
均
1
6万
1

千
円
)

官
員
卜
若
干
名

申
込
卜
自

筆
履
歴
書
と
作
文
(
我
が
冢
の
健
康

法
匸
髓
f
程
度
)
を
持
参

選
考
方

法
卜
書
類
審
査
お
よ
び
面
接

期
別
T
5

月
2
2日

申
・
問
先
卜
国
民
健
康
保

険
課
滞
納
整
理
第
丁

二
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

催

し

物

保
育
サ
ー
ビ
ス
講
習
会

育
児
中
の
方
が
、
安
心
し
て
働
く
こ

と
が
で
き
る
ぷ
っ
な
、
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
者
に
な
る
た
め
の
講
習
会
で
す
。

日
程
等
日
表
4

対
象
卜
区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方
で
、
自
宅
で
孑
哉
を

預
ひ
保
育
す
る
、
吏

は
子
供
の
冢
に

出
向
い
て
保
育
す
る
石
峇
行
い
た
い

方
(
全
日
程
に
出
席
で
瘴
気
芳
)

定

員
卜
4
0人
(
抽
選
)

費
用
卜
無
料
(
た

だ
し
、テ
キ
ス
ト
代
実
費
負
廻
申

込
U
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、年

齢
、性
別
、
「保
育
サ
ー
ビ
ス
」
と
明

記
※
2
歳
以
上
学
齢
前
の
亟
き
ん

の
保
育
を
行
い
ま
す
。
希
望
者
は
「
保

育
希
望
」
と
記
入
場
・
申
・
問
先
目

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
〒
1
2
3
・
O
～
1

梅
田
7
-
3
3
-
I

昔
(
3
8
8
)
5
2
2
2

表4　保育サービ ス講習会日程

※ 日程 が変 更 に な る場 合 もあ り ます 。

少
年
活
動
を
応
援
し
ま
す

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
は
、
子
ど
も

会
や
地
域
で
会
の
活
動
を
助
け
、
活
躍

す
る
少
年
少
女
リ
ー
ダ
ー
の
こ
と
で
す
。

こ
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ

る
a
つ
の
力
、
プ
ラ
ン
(
企
画
)
、
サ
ポ

ー
ト
(
補
助
)
、
リ
ー
ド
(指
導
)
を
身

に
つ
け
る
研
修
を
行
い
ま
す
。
研
修
は
、

実
際
に
ゲ
ー
ム
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
し
な
が
ら
楽
し
く
学
ん
で
い
耋
ま于

。
A
・
B
・
C
・
実
践
コ
ー
ス
と
4
コ
ー

ス
あ
り
、
段
階
的
に
学
習
し
ま
す
。

申
込
卜
所
定
の
申
込
書
に
記
入
の
う
凡

持
参

※
申
込
書
は
青
少
年
課
に
あ
り

廖
す

期
間
等
卜
表
6

少
年
活
動
リ
ー
ダ
ー
講
座

～
H
o
w
T
o

牛
ヤ
ン
プ
～
　

野
外
活
動
の
指
導
者
と
し
て
必
要
な

知
識
と
実
技
(
テ
ン
ト
設
営
・
野
外
炊

事
等
)
を
学
び
嫐
瓦

修
了
者
に
は
、

修
了
証
羮

苻

し
ま
す

。
こ
れ
は

、
夏

休
み
期
間
中
に
開
設
さ
れ
る
元
溯
江
公

園
少
年
キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用
時
に
必
要

に
な
口
ま
す

。

日
時
等
卜
表
5

対

象
日
1
6歳
以
上
で
青
少
年
育
成
活
動
に

携
わ
っ
て
い
る
方

講
師
几

二
三
太

氏
(
小
学
校
教
誨
)

費
用
卜
無
料
(

た

だ
し
材
料
費
実
費
負
担
)

申
込
目
電

話

期
限
=
5

月
H

日

み
ん
な
集
ま
れ

～
区
内
少
年
キ
ャ
ン
プ
～

少
年
団
体
の
野
外
活
動
を
支
援
す
る

た
め
、夏
休
み
期
間
中
。元
瀏
江
公
園

内
に
キ
ャ
ン
プ
場
を
開
設
。キ
ャ
ン
プ

用
品
も
貸
し
出
し
ま
す
。期
間
等
卜

7
月
2
0
日
～
8
月
3
1
日
(
L
泊
2
日
コ

ー
ス
・
・
・
午
後
1
時
～
翌
日
の
午
前
1
1
時

/
日
帰
り
コ
ー
ス
・
:
午
前
H
時～
午
後

9
時
)

対
象
卜
区
内
少
年
団
体
(

利

用
者
1
5
人
に
つ
き
、
教
育
委
員
会
指
定

講
座
修
了
者
1

人
が
必
要
)

申
込
目

往
復
(

ガ
キ
に
団
体
名
、
代
表
者
の
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
气

「
キ
ャ
ン
プ

場
利
用
希
望
」
あ
名
い
は
「
キ
ャ
ン
プ

愎
界
部
貸
出
希
望
」
と
明
記
T

団

体
1
通
に
限
る
。
重
複
申
し
込
み
は
無

効
)

期
限
卜
5
月
2
6日
必
着

公
開

抽
選
卜
5
月
2
8日
、
午
後
6
時
(
区
役

所
南
館
1
2階
会
議
室
)

※
抽
選
後
、

結
果
を
通
知
し
ま
夛

自
然
の
な
か
で
大
冒
険

'
9
8
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ン
プ

自
然
に
恵
ま
れ
た
山
村
で
1
0日
間
を

飃

」す
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ン
プ
。

テ
ン
ト
で
の
寝
泊
ま
ひ
や
、
か
ま
ど
で

の
野
外
炊
事
な
ど
学
校
や
家
庭
で
は
普

段
で
忝
な
い
こ
淞
莟
体
験
し
ま
す
。
山

登
り
や
移
動
キ
ャ
ン
プ
な
ど
(
I
ド
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

ま
た
、
夕
食
コ
ン
テ
ス
ト
や
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
楽
し
み
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
あ
け
ま
す
。

自
然
環
境
の
か
と
で
様
々
な
体
験
を

通
し
て
、
自
ら
考
况
。
工
夫
し
、
行
動

す
る
こ
と
の
で
煮
る
力
を
養
い
ま
す
。

夏
休
み
の
実
に
4
分
の
L
を
占
め
る

長
期
キ
ャ
ン
プ
で
、
お
も
い
き
り
目
然

牛
活
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程

卜
8
月
1
日
1
1
0日

場
所
卜
栃
木
県

粟
野
町
・
鹿
沼
市
(
予
定
)

対
象
日

区
内
在
住
の
小
学
5
年
生
か
ら
中
学
1

年
生
で
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

の
修
了
者
ま
た
は
受
講
中
の
方

定
員

卜
6
0人
程
度
(
選
考
)

費
用
卜
食
材

費
・
交
通
費
等
実
費
負
担
(
3
万
円
程

度
)

申
込
卜
所
定
の
甲
込
書
に
記
入

の
う
凡
、
少
年
育
成
係
に
萼
蛩
尼
は

持
参

※
申
込
書
は
4
月
中
旬
か
ら
学

校
や
子
ど
竪
翆
と
お
し
ヴに配
付
予
定

期
限
H
6
月
1
日

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
募
集

キ
ャ
ン
プ
期
間
中
、
子
ど
石
た
ち
の

班
つ
き
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
参
加
で
き
る

高
校
祟
ヱ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ

ー
套
霍
こ
稾
す
。
子
ど
も
会
活
動
に

関
心
が
あ
り
、
キ
ャ
ン
プ
全
日
程
と
事

前
・
事
後
研
修
会
、
現
地
調
査
等
に
参

加
で
霤
9
万
を
お
待
ち
じ
て
い
嫐
す
。

く
わ
し
ぐ
は
、
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ

い
。

-
い
ず
れ
も
ー

申
・
問
先
卜
青
少
年
課
少
年
育
成
係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0
中
央
本
町―
-
1
7

表5　How t o キャンプ

表6　 ジ ュニ ア リーダ ー研 修会 期間 等

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

=
出
店
者
募
集
=

▽
4
月
2
6
日
面
、午
前
1
0
時
～
午
後
2

時

※
雨
天
中
止
/
旧
本
庁
舎
跡
地
/
6
0

区
画
/
出
店
料
千
円
/
電
話
/
斉
藤

昔
(
3
6
2
8
)
0
4
9
2

マ
4
丹
2
6
日
面
、午
前
9
時
～
午
後
4

時
※
雨
天
中
止
/
し
ょ
う
ぶ
沼
公
園

/
1
0
0
区
画
/
出
店
料
千
円
/
(
ガ
キ
に

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、F
A
X
を

明
記
/
竹
林
〒
川
一
・
〇
Q
5
2
関

原
3
1
3
4
-
7

昔
(
5
6
8
1
)
7
6
1
0

マ
4
月
2
6
日
『
午
前
9
時
～
午
後
3

時

※
雨
天
中
止
/
谷
在
家
公
園
/
6
0

区
画
/
出
店
料
千
円
/
電
話
/
高
橋

昔
(
3
8
4
0
)
2
1
9
0

マ
4
月
2
9
日
團
、午
前
1
0
時
～
午
後
3

時

※
雨
天
中
止
/
本
木
一
丁
目
区
有

地
/
4
0区
画
/
出
店
料
千
円
/
電
話
/

漆
原

昔
(
3
8
4
0
)
4
7
4
0

マ
5
月
1
0
日
収
、午
前
1
0
時
～
午
後
3

時

※
雨
天
中
止
/
谷
在
家
公
園
/
1
0
0

区
画
/
出
店
料
千
円
/
往
復
(
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
/
4

月
3
0日
必
着
/
関
口

〒
1
2
3
・
8
7
9
9

足
立
西
郵
便
局
留

(
5
6
9
1
)
3
6
6
2

ワ
5
月
1
0日
剛
、
午
前
1
0時
～
午
後
2

時

※
雨
天
の
燮
ほ
i

月
1
7日
㈲
、

午
前
1
0時
～
午
後
2
時
/
し
ょ
う
ぶ
沼

公
園
/
8
0区
画
/
出
店
料
千
円
/
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

明
記
/
5
月
1
日
必
着
/
〒
1
2
0・0
0
0
1

大
谷
田
団
地
内
郵
便
局
留

小

山

゛
(
3
6
0
0
)
8
5
2
7

マ
5
月
2
4
日
収
、午
前
1
0
時
～
午
後
3

時
蒸
実
の
豐
尽
官
月
3
1
日
面
/

元
溯
江
公
園
/
1
0
0
区
画
/
出
店
料
千
円

/
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、電
話

番
号
痴
明
記
/
4
月
3
0
E
必
着
/
水
本

〒
1
2
1
・
0
8
1
4
六
月
2
-
3
5
-
5

き
(
a
6
0
)
0
7
0
8

H
開
催
ト

マ
4
月
2
9
日
困
、午
前
1
0
時
～
午
後
4

時

※
雨
天
の
燮
巨
万
月
2
日
出
/

ル
ミ
ネ
北
千
住
屋
上
/
ル
ミ
ネ
北
千
住

昔
(
3
8
8
8
)
7
5
5
2

5
月
1
0日
号
か
ら

み
ん
な
の
ペ
ー
ジ
が
始
ま
り
ま
す
!

あ
だ
ち
広
報
5
月
1
0日
号
か
ら
「
み

ん
な
の
ペ
ー
ジ
」
を
始
め
豕
T
。
み
ん

な
の
ペ
ー
ジ
は
、
あ
な
た
の
身
近
な
話

題
や
イ
ラ
ス
ト
を
寡
集
し
て
い
奪
回
。

申
し
込
み
は
(
ガ
キ
(
封
書
不
可
)
に

住
所
・
氏
名
・
電
話
香
罩
明
記
し
て

く
だ
さ
い
(
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
の
方
は

そ
の
旨
を
お
書
き
ぐ
だ
さ
い
)
。

申
・
問
先
卜
広
報
係

ご
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹
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い
こ
い
の
場
所
を
訪
ね
て
①

千
住
大
川
端
公
園

百
当
た
け
が
良
く
て
あ
っ
た
か
い
の

で
、
子
供
と
一
緒
に
、
よ
ぐ
散
歩
に
来

て
い
ま
す
。
休
日
に
葛
西
の
ほ
う
に
遊

び
に
行
っ
た
と
霽
ほ
、
水
上
バ
ス
で
公

園
の
隣
の
発
着
場
ま
で
帰
っ
て
く
る
ん

で
す

と
、
千
寿
曙
町
在
住
の
金
さ
ん
。

こ
こ
は
、
千
住
大
川
端
公
園
。
公
園

の
正
面
を
隅
田
川
が
流
れ
、
園
内
に
は
、

二
つ
の
滝・
:と
、
ま
さ
に

汞
辺
の
ま

ち
の
公
園
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。
滝
の

杰
暃
藺
忝
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
し

た
川
の
瓩
れ
を
眺
め
て
い
る
と
、
時
間

の
経
つ
の
も
忘
れ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。

5
月
に
は
き
れ
い
な
ツ
ツ
ジ
で
い
っ

ぱ
い
に
な
る
花
壇
が
皆
さ
ん
を
歓
迎
し

て
く
れ
ま
す
。

千
住
曙
町
4
1
-
1
0
牛
田
駅
ま
た

は
京
成
関
屋
駅
か
ら
徒
歩
5
分

花 だ よ り

里帰 り 桜 の1 つ の白妙

ふ遥
り
の
桜
に
は
、
一
般
的
に
あ
ま

り
香
ひ
は
あ
ひ
ま
せ
ん
。
し
か
し
。
野

生
種
で
は
山
桜
や
大
島
桜
、
里
桜
で
は

駿
河
台
匂
、千
里
香
、
天
の
川
等
、
匂

い
を
痔
つ
も
の
も
あ
り
ま
す
。

代
表
的
な
「
匂
い
桜
」
は
駿
河
台
匂

で
、
か
な
ひ
強
い
芳
香
が
あ
2

チ

。

区
内
の
公
園
で
、
里
帰
り
桜
が
ま
と

ま
っ
て
植
え
ら
れ
て
い
る
都
市
農
業
公

園
(
鹿
浜
2
-
4
4
)
に
は
山
桜
奮
匹
く

前
記
の
桜
が
あ
り
、こ
れ
か
ら
が
花
の

見
ご
ろ
で
す
。

「花
よ
り
団
子
」
よ
り
「
団
子
よ
り
香

旦

。
風
流
を
味
わ
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
よ
丐
か
。

絵: 箱 根 妙 子 さ ん( 西 竹 の塚 二丁 目 在 住)

郷
土
博
物
館
の
映
画
会

第
1
土
曜
日
の
無
料
公
開
日
に
映
画

夸
上
映
し
ま
す
。

日
時
=
4
月
1
1
1
1
日

出
、
午
前
1
1時

内
容
卜
(
鎌
倉
彫
り

塗
り
の
技
二
4
0
分
)
…
鎌
倉
彫
り

と
塗
り
/

爪
口
の
鋳
物
師
」(
4
0分
)

…
鋳
物
つ
く
り
の
背
景
と
技
術

費
用

日
無
料

申
込
卜
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
日
郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

皆 さ んの 声 を 区 政へ 生 か す 広聴 ハ ガ キを ご 利 用く ださ い
広聴 ハガ キは 、区 役 所の受 付、 区民 事 務所 など の区 施 設の

窓口 にあ り ます 。 問 先= 広聴 相談 係 　3880- 5111 ㈹　FAX3880- 5678
情 報 コ ー ナ ー

少年スポーツ大会に
補助金を交付します

対 象= 区 内 在住 ・在 学 の 小 ・中 学
生 で 組掫 さ れて い る 団 体 の 大会 で 、10

チ ー ム 以 上 ま た は100人 以 上 の

参加 が あ り 、 要項 ・規 約 が明 確 な
も の ※ す でに 補助 を 受 け てい る
団体( 地 区 対策 委 員 会 体 育 協会 ・
町 会 ・自 治 会 など) が 主 催 する 大
会 は除 く 申 込= 窓 口 に あ る 補助
金交 付 申 請 書を 提 出 期 限=4 月30

日 申 ・ 問先= 体 育 振 興係
合3880- 5111( 代)

『おもちゃランド 』をつくろう

日時=4月22日～5月9日、いず
れ も 午 後2 時 対 象= 小学 生 、 中

学 生 内 容= ダ ン ボ ー ル箱 、 牛 乳
パ ック で 大 型お も ち ゃ 作 製 ※ お

も ち ゃ は 児 童館 で 使 い ます 費 用=
無 料 申 込= 開 催 日 に 来館 ※

可 能 な 方 は牛 乳 パ ッ ク を持 参 場
・ 問 先= 西保 木 間 児 童館
03884- 1114

「女 性のつどい 」女性週間記念 事業

夢がふくら むシルバーラ イフ
ーあなた は在宅 派? 施設派? ト コト ン 討論 ー

目 前 に迫 った 高 齢 社会 、 だ れで
も 老 後 はや って き ます 。 皆 さ ん は
ど ん な将 来 設 計 を お持 ち で す か。
シ ル バ ーラ イ フ が 夢い っ ぱ い に な
る よ う に話 し 合 い まし ょう 。 日

時=4 月18日( 土) 、 午 後1 時30 分

～4時内容=討論会/ お話「あ
だ ち の プ ラ チ ナ プ ラ ン! ? 」 ※

「高 齢 者 の 健 や か な 暮 ら し 」 写 真
展も 同 時 開 催 申 込= 当 日 直接 会
場へ 場 ・ 問先= 女 性 総 合 セン タ
ー 　3880- 5222

足立 の民 謡を 広める 会
忘 れ ら れ かけ た 。 足 立 に 伝 わる

古い 唄 を 皆 様 と共 に 歌 い 継ぎ ます 。
今回 は 「こ れさ ま」 で す 。ぜ ひ

ご 参 加 く だ さ い。 日 時=4 月19
日( 日) 、 午 前9 時a 汾 開 演 場 所=

西 新 井 文 化 ホ ー ル 費 用= 入場

無料 問 先 文化 簒 興 係
3880- 5111( 代)

春季区民教養講座
日 時=4 月26 日( 日) 、 午 後2 時30
分( 受 け 付 け は午 後2 時) 場 所=

勤 労 福 祉 会館( 綾 瀬プ ルミ エ)
内 容= 地 方 史 と足 立 史 談 会 講 師=

郷 土 博 物 館 館長 費 用= 無 料
申 込= 当 日 直接 会 場 へ 場 ・問 先=

郷 土 博 物 館
3620- 9393

老人会館の教室 参加者募集
手芸教室( 前期分) 日時=4

月～9月の毎月第2・4土曜日

( 全6回) 、午後1時～2時30分
対 象= 区 内 在 住 の60歳 以 上 の 方

※ 現 在 受 講中 の 教 室 の連 続 申し 込
みや 、 同時 に2 つ 以上 の 受 講 は で

き ま せ ん 内 容= ちぎ り 絵 、 ブ ロ
ーチ 、 パ ッチ ワ ーク 定員=30 人

( 抽 選) 費 用= 無 料( た だ し 、
材 料 費一 部 負 担) 申 込= 往 復 八
ガ キ に教 室 名 、 住所 、 氏 名( フリ
ガ ナ) 、 年 齢 、 電 話 番 号 を 明 記
期 限=4 月16 日 必 着 場 ・ 申 ・ 問
先= 老 人 会 館 〒121 一〇812 西
保 木 聞4- 9- 1

3859- 9732

「区民スポーツ教室」
～初心者のための教室です～

日 程等= 下 表 対 象= 区 内 在 住 ・
在勤 ・在 学 の 方 定員= 各 匐人
費 用= 無 料 申 込= 往 復 ハ ガ キに
住所 、氏 名、電 話 番 号 、年 齢、「種

目 ・ 場所 」 を 明 言己 期 限=4 月24
日 必着 申 ・ 問 先= 体 育 振 興係

〒120- 8510 中 央 本 町1- 17- 1S3880- 5111(
代)

区民 スポ ーツ 教室 日 程

ご 利用く ださ い　 「水辺ノ ート 」
隅 田 川 と 支流3 河 川 の流 域9 区(

中 央 、 台 東、 墨 田 、 江 東、 北 、
荒川 、 板 橋 、練 馬 、 足 立) で つ く
るF 隅 田 川 水系 浄 化 対策 連絡 協 議
会」 で は 、 水辺 環 境 に 関心 を 持 っ
ても ら い た いと 、 子 供向 け の 冊 子

『 水辺 ノ ート 』 を 作成 し まし た 。
B5 判 、 匐ペ ー ジ の今 回 の ノ ー

ト で は、「水 烏 た ち も 安 心 し て す

める 〝美し い 川
〟

を めざ し て 」 を
テ ーマ に 、 生 皀 する 魚 や 水 質調 査

の 結 果を イラ スト とグ ラ フ で わ か
り や すく 説明 し てい ま す。 ま た 、
流 域 の 湧き 水 ・ 公 園な ど の 見 ど こ
ろ や 、 観察 で き る 植 物 ・水 鳥 を 紹
介し た 見開 き4 ペ ー ジ のイ ラ スト
地 図 も 掲載 し て い ま す。 環 境 課 窓
口 で 、4 月10 日 から 無 料 配 布し ま

す( た だし 、 部 数 に 限り が あ り ま
す) 。 問先= 環 境 課 調 査Q3880- 5375

薬物乱用防止
キャンペーン

増 加 する 青 少 年 に よ る覚 せ い 剤
等 の 乱 用防 止 と 薬 物 の 怖さ を 知 っ
て も らう た め 、 薬 物 乱 用防 止 キ ャ
ン ペ ーン を 行 い ま す 。 ぜ ひ、 ご 参

加 く だ さ い 。 日 時==4 月96日

( 日) 、午後1時30分～3時30分
場 所= 綾瀬ノ釶学 校 対 象= 中 ・ 高
校生 の 子供 を 持 つ 親 内容= 講 演
会/ コ ンサ ート 「明 治 大学oB に
よ る マ ンド リ ン 演 奏j / 警 察 犬 に
よ る 麻 薬の 選別 会 費 用= 無 料
申 込==当 日直 接 会 場 へ 問 先= 青
少 年 課 調整 係S3880- 5111(

代)

青年講 座「自分を遊ぼう! 」

～あそびと劇の
ワークショップ～

楽しく遊びながら自分を表現し
ていくことで、ありのままの自分
を受け入れ、お互いを見つめてみ
ませんか。日時=4月24日、5
月1・8・14・21日の全5回。い
ずれも午後7時～9時内容=劇
あ そび や 伝 統 芸 能 講 師= 金子 公
俊氏( 表 現 活 勳団 体 ざ ん ぱ らり ん
代 表) 定 員=20 人 費 用= 無 料
場 ・申 ・ 問 先= 青年 セ ンタ ー
登389( ) - 0061

西部障害福祉総合センター
「レッツダンス」

ダンスボランティア募集
障害者の方を対象としたダンス

講習会「レッツダンス」のボラン
ティアを募集します。体の不自由
な方の手足となって一緒に踊って
みませんか。車いすの方や、杖を
ついている方、目の不自由な方も。
ダンスボランティアをパートナー
として軽やかに楽しく踊っていま
す。日時=月2回水曜日、午後
O時30分～2時30分※ 申込方法

に つ い て はお 問 い 合 わ せ くだ さ い
場 ・ 申 ・ 問 先= 西 部 障 害 福祉 総 合
セ ン タ ーS3853- 0632

◎ 「あ だ ち 広 報 」 は 再 生 紙 を 使 用し て い ま す O. S. K　240, 000


